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も校舎内でも仕事が多く，外の仕事では校内に
あるたくさんの木々の手入れ，雑草を抜いたり，
また授業（理科や総合，生活など）などで使用
されるであろう土作り，卒業式や始業式，最近
では運動会で使用した花の世話，また夏では
プール清掃（他の先生や保護者の方々も参加し
てやりました）などがあります。校舎内の作業
では机や椅子などで，使えなくなったものや，
まだ使えるが危険なので使わないものを業者さ
んが運べるように壊すなどです。実際に自分た
ちが経験したのはこれらの一部で，花の世話（水
あげのみ）や机や椅子の解体，伐採した草木の
後処理，プール清掃，土作りです。
感想・・・・短い時間しか校務さんの手伝いは
出来ませんでしたが，それでも仕事の量の多さ
や大変さが分かりました。さらにもっと関わっ
ていけば技術や知識の広さを見に付けられると
思いました。先生方のスキルとはまた違うもの
ですが，校務さんの仕事について一番学べたと
思います。
気付いた点・・・・今回「学校ボランティア演
習Ⅰ」という授業でボランティアをさせてもら
い，自分の目的とは多少異なりましたが一番の
収穫となったのは校務さんの仕事についてでし
た。もしかしたら数年後は教師として生活する
学校ですが，校務さんの仕事には考えなければ
分からない仕事や，気を使わないと気付けない
ような仕事があり，その量も多く，大変である
のが印象に残りました。
　上で述べたように多少目的と異なったという
のは，一番の目的は校務さんの仕事ではなく，
先生という立場での仕事についてだったからで
す。しかし，今回ボランティアとして参加させ
てもらいましたが，特にやることはなく，学べ
た点は多くはありませんでした。これはボラン
ティアとして自らやることがないのも原因の１
つだと思いますが，自分は普段の生活から小学
生や中学生との関わりがあります。もちろん学
校とは違うものですが，切り替えやメリハリ，
まとめるといったことは学校より厳しくやって
います。これに対して逆に学校は「厳しすぎな
いようにだらけさせすぎないようにまとめてい
る」と感じました。でも，これはこれで難しい
のかなと思いましたが，これがあまり学べな
かったと感じる大きな要因ではないかと思いま
した。また，ボランティアの活動内容について
ですが，校務なら校務，先生なら先生，両方な
ら…と分けてやったほうが良いとも思いまし
た。
１１．“学校”を支えること
総合理学プログラム　２年　埼玉　瑞帆
　私は前期５月から７月までの火曜日１２時
４０分から１４時５０分の短い時間でしたが，
おもに高学年の授業と校務さんの手伝いをさせ
ていただきました。この活動から児童への接し
方，学校を支えている校務さんの仕事の重要性
を学びました。
　初めてのボランティアは４年生の授業の手伝
いでした。昼休みから算数の問題が解けない児
童にアドバイスをして，５時間目の図工ではポ
スター作りの手伝いをしましたが，私にとって
はとても簡単なことでも彼らには簡単ではな
く，一生懸命考え悩み，試行錯誤をして進めて
いるのがとても印象的でした。この中で，先生
方や私が答えや手順などをありのまま教える事
は簡単なことですが，彼らのために教え過ぎず，
手伝い過ぎずの駆け引きの絶妙さがでとても難
しく感じました。
　それから５年生の授業にも参加させて頂き，
こちらではまた別の体験をさせてもらいまし
た。理科でカボチャの苗を植え観察する授業で
したが，児童たちは自由奔放で畑を耕すのもま
とまりがなく，作業を進めるのは大変でした。
しかし，一緒に同じ作業をしながら話をしてい
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くとどんどんまとまりができていきました。畑
を耕した後は果樹園で木の実をとったりしたの
ですが，みな好奇心が強く活発でいろいろな質
問を教師や私たち大学生にぶつけていました。
その質問に答えるのはとても大変でしたが，こ
ういうことからいろいろなことに興味をもち，
それが勉強へつながっていくのだろうと思いま
した。
　６年生の授業には二度参加し，一度目は算数
と国語の授業で，やはり４年生の時と同じく教
え方が難しかったです。二度目は家庭科の授業
でエプロンづくりを手伝いました。家庭科では
一人ひとりの進み方が違う為，次から次へとい
ろいろな子から声が掛けられて忙しかったで
す。ただ，エプロンをつくるという作業でも最
初から最後まで助けるのではなく，自力でやろ
うとするやる気を出させるのは大変でした。
　また，学校を支えている校務さんの手伝いは
どれも印象的でした。児童たちに危険が及ばな
いように日々気をつけなければいけないことを
このボランティアで初めて知りました。今まで
児童としての立場でいると当たり前のように整
備された校庭でしたが，手伝いをすることで，
そのためにとても時間と労力を使っていること
を身をもって実感しました。たとえ他者の目に
その働きが見えなくともそれを怠るとなにかし
ら危険があり，気をつけないといけないこと，
また，その作業がとても大変であることもわか
りました。校務さんがいなければ児童たちも先
生方も快適に過ごせないでしょう。陰で学校を
支えている校務さんの仕事を少しでも体験でき
たことはとても勉強になりました。
　この活動から，児童たちへの接し方と校務さ
んの仕事の重要性を学びました。これはとても
基本的なことだと思います。当たり前のことで
すが，当たり前だからといって忘れてはいけな
いとても重要なことだと私は思います。これが
崩れることは学校生活，教育の崩壊であると
言っても過言ではないのではないでしょうか。
